
 

 

 

幕が上がる 
 

 

職種体験を通して 
 先週金曜日、職種体験の発表を行いました。 

大変お忙しい中、北おおさか信用金庫、 

東武トップツアーズ、カワサキ写真スタジオの３つの

事業所の方にお越しいただき、みんなのプレゼンテー

ションを見ていただきました。 

１月の最終週に休校となり、準備期間が予定よりも

少なくなってしまいました。しかし、どの班も、 

各事業所からいただいた課題に対して真剣にプレゼン

テーションを行うことができましたね。 

今回の取り組みを通して昨年の文化発表会以上に、それぞれの成長を感じました。 

それは、「伝わりやすい工夫」を考えて発表した点です。 

仲間や営業先に「どうしたら伝わりやすいか？」を考え資料をつくること。 

そのために必要なことは『相手の気持ちに寄り添うこと』ではないでしょうか？ 

普段の学校生活のなかで、「仲間の気持ちに寄り添い、一緒に頑張ること」を 

大切にすることが、みんなの社会性を成長させていくのだと思います。 

 小さな仕事かもしれないけど、クラスの中でも「みんなの為に」仕事をしている 

人がたくさんいます。委員会や生徒会などで、学年全体の事を考えて仕事をしている

人もいます。そんな陰で支えてくれる人がいるから、みんなは気持ちよく過ごすこと

ができるんですね。そして、そんな人たちに気付くことができる人って、「人の気持

ち」に寄り添える人ではないでしょうか？ 

 みんなのお陰で 71 期は成り立っていて、みんなの力で成長していく学年なんだな

と改めて感じた時間でした。 

 

事業所の皆様より 

 

【北おおさか信用金庫 植村 様】 

我々金融機関だけでなく、現在では社会的な問題となっている特殊詐欺に 

対しての PR 方法の提案ありがとうございました。特殊詐欺についてしっかりと

調べ、PR方法が考えられており、非常に興味深く聞くことができました。 

その他の事業所さんについても、限られた時間の中で提案を行う必要がある 

ため、伝えたいことをコンパクトにまとめるのは難しかったと思いますが、 

非常によく考えられていたと思います。 

今回の学習を通し、皆さんが地域のお店や事業所に興味を持っていただくこと

で、地域の活性化や発展につながっていくと思います。 

我々企業も含めより良い地域となるよう、今後も様々な提案をお願いします。 

本日はありがとうございました。 
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オリンピックが始まりま

した！ウインタースポー

ツは全然できないけど、

見るのは好きです！ 



 
 

 

～2月の予定表～ 
予定表が遅くなり申し訳ございません。 

今月末は学年末テストもあるため、計画的にすごしましょう。 

9 水 金 1～4、水 5、学  21 月 木１～６ 

10 木 木１～６  22 火 
学年末テスト① 

社・国・家 

11 金 建国記念の日  23 水 天皇誕生日 

14 月 月１～４、火６、学  24 木 
学年末テスト② 

数・英・美 

15 火 
テスト1週間前 

火１～６ 
 25 金 

学年末テスト③ 

理・音・体 

16 水 
水１～６ 

6限: 進路講演会 
 28 月 月１～４、木６、総 

17 木 木１～６     

18 金 
金１～６ 

ST 後べんとも 
    

 

【東武トップツアーズ 立林 様】 

この度は生徒様の職種体験の授業にお招きいただきありがとうございました。 

地元のスーパーや飲食店、銀行や写真屋さんなど、それぞれのお店の課題を 

しっかりと研究し、また、その課題について具体例を用いて発表していたり、

いろいろな新商品を発案していたりと、とてもおもしろかったです。 

弊社も２つの課題をご提供させていただき、大阪万博集客につなげるプラン

や、おいしいものを巡ったり、自然を満喫するプラン、沖縄や北海道へ足を 

延ばし、非日常を味わうプラン、高知県の魅力をたっぷり詰め込んだプラン、

ヨーロッパ周遊のグルメ旅など、たくさんの発想があり、今後の旅行プランの

参考にもなりました。 

その土地のポイントをしっかりと調べて発表されていて、楽しみながら生徒様

のプレゼンテーションを聞かせていただきました。 

また、修学旅行がよりよいものになるようにお手伝いさせていただきますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

【カワサキ写真スタジオ 川崎 様】 

こんにちは！今日の発表はどの班もすてきで感動しました。 

何より私の仕事の事を皆さんが考えてくれたことがとっても嬉しかったです。 

「働く」ということは「うれしい」を探すことです。 

私に「うれしい」という気持ちをくれた皆さんは、もう立派に働けています。 

おとなも子どもも関係ありません。 

皆さんなら、おとなになった後も、たくさんの人に「うれしい」をあげられる

人になるでしょう。 

素敵な時間をありがとうございました。私は幸せ者です。 


